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2016年度岐阜アソシア事業報告書 

                          社会福祉法人 岐阜アソシア 

 

 当法人が設置する「視覚障害者生活情報センターぎふ」が所期の目的を達成できるよ

うに、資金を確保して資金援助を行うとともに、岐阜県及び岐阜市の委託事業等を実施

することにより、視覚障害者福祉の向上発展のために努めた。 

 

１．「視覚障害者生活情報センターぎふ」の経営 

  「視覚障害者生活情報センターぎふ」が、地域における視覚障害者福祉の総合セン

ターとしての機能を発揮するように努め、事業をとおして「視覚障害者とともに生き

る」社会作りを目指した。 

 

２．「障害者総合支援法」による同行援護・移動支援事業の経営 

  岐阜アソシア・視覚障害者居宅介護事業所を設置して視覚障害者・児を対象とし

た同行援護・移動支援事業を引き続き行った。ガイドヘルパー養成・フォローアッ

プ講座・代読・代筆講習会を実施し、ガイドヘルパーの育成に努めた(延べ２６回 受

講者５１０名)。また、岐阜はもんの会の協力により、外出サポート事業を実施した

(２４件 延べ５４名)。 

 

３．運営資金確保のための活動 

  「視覚障害者生活情報センターぎふ」を支援する募金活動を引き続き行ったほか、

全国のキリスト教会及び教会が経営する学校・幼稚園・信徒等に対して協力依頼を行

った。さらに、岐阜県内すべての小・中・高等学校及び幼稚園に「書き損じ葉書」の

寄付を依頼するなどして、「視覚障害者生活情報センターぎふ」の運営資金の確保に

努めた。 

（１）「感謝のしおり第２８号」を作成し、協力者１，８００余名に配布して引き続き

協力を依頼した。 

（２）全国のキリスト教会・キリスト教系の学校・幼稚園並びに信徒等に対し事業への

協力依頼文書を発送して資金確保に努めた。 

（３）募金箱を近郊の書店、医療機関、ホテル及び岐阜県眼鏡商業協同組合（県下の同

組合加盟眼鏡店８０店の店頭に設置）の協力により、一般市民の協力を依頼した。 

（４）岐阜はもんの会の全面的な協力により、運営資金獲得のためのバザーを実施し、

金２，６７９，３０１円の収益を上げ、これを運営資金とした。なお、視覚障害

者への配慮として、視覚障害者の入場を優先する、点字の値札をつけるなどして、

多くの視覚障害者に買い物を楽しんでいただいた。５月２７日（金）、１０月２

８日(金)の２日の開催で５０５名の入場者があった。 

（５）岐阜県内のすべての小学校・中学校・高等学校及び幼稚園に対して「書き損じ 
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    葉書」の寄付を依頼した。計７９校の学校、幼稚園からハガキ６，６７９枚、切

   手７２８枚、テレカ８５枚の寄付があり、９０，０１５円の収益を上げること 

   ができた。 

 

４．設置施設への資金援助 

 （１）「視覚障害者生活情報センターぎふ」の事業に対し、その必要とする資金を繰り

入れ、事業の発展に努めた。 

（２）特別事業のリーディングサービス事業及び奉仕団育成事業の資金を確保し、事業

の発展に努めた。 

 

５．岐阜県・岐阜市からの受託事業 

（１）岐阜県の「岐阜県からのおしらせ」点字版・音声版、岐阜市の「広報ぎふ」  

   点字版・音声版（「あいメール」）製作の委託を受けて、視覚障害者への広報   

     活動に協力した。また「岐阜県からのおしらせ」・「広報ぎふ」のＬサイズ点   

     字版を希望者に配布した。 

（２）岐阜県から委託を受けて視覚障害者福祉事業（点訳奉仕員養成、音訳奉仕員養成、

点字版・音声版「視覚障害者福祉の手引」、歩行訓練士指導員派遣事業、中途失

明者緊急生活訓練事業等）を引き続き行い、視覚障害者福祉の向上のために協力

した。 

 

６．関係機関、団体との連携 

（１）岐阜県身体障害者福祉協会及び岐阜県視覚障害者福祉協会が行う視覚障害者福祉

事業、岐阜県立岐阜盲学校及び同窓会、「視覚障害者の教育と福祉を進める会」

の事業に協力し、視覚障害者福祉の向上に努めた。 

（２）各地域社会福祉協議会等の行う視覚障害者福祉事業に協力した。 

（３）日本盲人キリスト教伝道協議会、日本聖公会社会福祉連盟に引き続き加盟してそ

の活動に協力した。 

 

７．防災意識の啓発 

  地域住民と災害弱者が災害時に共助できる社会構築を目指して防災運動会を実施

した。１０月８日（土）に岐阜県立岐阜盲学校体育館を会場に「第１０回防災運

動会」として実施した。（参加者１６０余名） 

 

８．「盲養護老人ホーム建設構想委員会」の設置 

  第 69 回岐阜県視覚障害者福祉大会において、「視覚障害者専用養護老人ホームの

設置」を要望するのみとなり、委員会発足までに至らなかった。
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2016 年度視覚障害者生活情報センターぎふ事業報告書 

                          社会福祉法人 岐阜アソシア 

 

事業概要 

 職員８名によって幅広い事業活動を展開した。尚、この事業は岐阜はもんの会の全面

的な協力を得て行ったものである。 

 情報提供部門では、引き続き全国の視覚障害者を対象に、点字図書・録音図書の貸し

出し、点字図書・録音図書の製作、点字資料類の製作、岐阜県図書館との相互協力によ

るリーディングサービス事業、点訳及び音訳ボランティアの養成、拡大教科書製作、触

図の製作、点字印刷・製本、館内閲覧業務、対面音訳サービス、パソコン操作相談サー

ビス等の事業を行った。そのほか点字図書・雑誌類の購入や各種資料の収集によって蔵

書の充実に努めるとともに、全国視覚障害者情報提供施設協会のネットワークシステム

である「サピエ」の事業への積極的な参加、国立国会図書館が行う「点字図書・録音図

書全国総合目録」の事業への継続参加によって視覚障害者への情報提供の充実を図った。

また、視覚障害者用デジタル録音図書・雑誌の製作に引き続き取り組み、デジタル録音

再生機器の取り扱いを指導して利用の促進を図った。さらに、弱視者への情報提供とし

て個別のニーズに応えて拡大写本サービスを展開した。 

 生活支援部門では、身近な窓口として視覚障害者からのあらゆる相談に応じたほか、

小学生とその親を対象とした「親子点字教室」、同じく中高生を対象とした「１日点字

教室」の開催、視覚障害者の外出の機会を広げる外出サポート事業、日常生活用具の収

集・展示、クラブ活動の推進などを継続実施して、視覚障害者の理解と点字の普及を行

うなど、多様化する視覚障害者のニーズにきめ細かく対応するとともに、視覚障害者福

祉の啓発に努めた。 

 日常生活技術指導部門では、歩行指導、パソコン指導及び中途視覚障害者に対する点

字学習指導を引き続いて行ったほか、必要に応じて日常生活における基本的な技術指導

を行った。そのほかにも、岐阜うかいネット(岐阜ロービジョンケアネット)に加盟して、

埋もれている中途視覚障害者、ロービジョンへの相談、支援等を積極的に行った。 

 防災運動会を１０月８日（土）に岐阜県立岐阜盲学校において、「第１０回防災運

動会」として開催し、各種防災に関する競技、消防車・警察車両等の展示等を行い、

防災意識の向上に努めた。(参加者１６０余名） 
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各事業の内容 

（以下、施設名を「生活情報センター」と略す） 
 

Ⅰ 情報提供部門  

 

１．事業実績（２０１７．３．３１現在） 

 （１）蔵書数 

      点字図書 ８，５２０タイトル（２４，５４４巻） 

      録音図書 ５，２０４タイトル（２７，４９１巻） 

CD図書   ４，１２８タイトル 

   （うち、自館製作 点字図書２，８９９タイトル、録音図書４，０３４タイトル、

CD図書１，１１９タイトル） 

 

    （2016年度増加分） 

     点字図書 １６６タイトル（５０３巻） 

       厚生省委託   ６６タイトル（１６４巻）   

       自館製 作    ９５タイトル（３２２巻）   

              複   製       １タイトル（    ４巻） 

       購   入     ３タイトル（  １０巻）  

       寄   贈     １タイトル（   ３巻） 

     録音図書 １８８タイトル（２１３巻） 

       厚生省委託   ５９タイトル（ ５９巻） 

       自館製 作   １０６タイトル（１３１巻） 

       複   製     ０タイトル 

       購   入    ０タイトル 

       寄   贈   １３タイトル（ １３巻） 

       そ の 他   １０タイトル（ １０巻） 

 

テキストデイジー ３３タイトル 

 

    （2016年度廃棄分） 

     点字図書         ０タイトル 

     録音図書        ０タイトル 

 

 （２）貸し出し数 

     点  字   ２，０４０タイトル（３，９９６巻） 
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      うち、図書   ６１０タイトル（２，２５３巻） 

          雑誌 １，４３０タイトル（１，７４３巻） 

                 （点字雑誌取扱数  ２４種 ２６巻） 

     録  音   ８，６７８タイトル （３０，１８０巻） 

      うち、図書 ７，４２８タイトル （１２，３３６巻） 

          （テープ図書取扱数     ９７４タイトル ５，８４０巻） 

  （ＤＡＩＳＹ図書取扱数  ６，４５４タイトル ６，４９６巻） 

              雑誌  １，２５０タイトル （１７，８４４巻） 

          （テープ雑誌取扱数        １２種 ２０巻） 

          （ＤＡＩＳＹ雑誌取り扱い数 ６６種 ７３巻） 

 

 （３）サービス実績（一部再掲） 
 

  
 点  訳 

  蔵 書         ９５タイトル（３２２巻） 

  プライベートサービス １２２件（３，５０７ページ） 

  （うち、立体コピー    ３ページ） 

 音  訳 

  蔵 書  １０６タイトル（ＤＡＩＳＹ９８タイトル・テープ８タイトル） 

    プライベートサービス ２４タイトル 

（ＤＡＩＳＹ１２タイトル・テープ１２タイトル） 

テキストデイジー図書 

 蔵 書  ３３タイトル 

 

 製 

 

 作 

  

 

 

  製 

 作 

 以 

 外 

  点字データ提供    ０件 

   点字打出し     １２件（１，６２４ページ） 

  テープコピー     ０件 

    対面音訳サービス   延べ ６件１２時間 

    その他、代筆、墨字訳、触図、墨字入力、葉書印刷など 

 
  

（４）来館者数 

    個人  ７，４９１名（利用者２，２１６名、ボランティア５，２７５名） 

    団体  １２団体 ４２３名 

 

２．点字図書の製作と貸し出し 
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 （１）点字図書の最新の出版情報及び「サピエ」に登録される点字図書情報を常に把

握し、利用者の要望に速やかに応えた。 

 （２）利用者の希望に応じて、県図書館が購入した新刊書を借り受けるほか、新たに

原本を購入し、点訳ボランティアの協力によって点訳図書として製作して、希

望者に提供した。 

 （３）点訳ボランティアの協力によって、利用者の希望に応じた自館製作図書の増加

に努めた。製作に当たっては、点訳図書を読者に速やかに提供できるよう、点

訳→校正→判定→修正→点検→製本→装備の一連の作業すべてにボランティ

アの協力を得て、それぞれの作業のスピード化を図った。なお、製作した点訳

図書は「サピエ」に登録して全国の共有財産とした。また、国立国会図書館総

合目録にも登録され、全国の点字図書館・公共図書館等との相互貸借を行って

図書館サービスの充実に努めた。 

    相互貸借の状況は次のとおり。 

 
 
 
  

 他館所蔵図書借受数 自館所蔵図書貸出数  

 点字図書  ３５３タイトル(１，４１８巻） ２１１タイトル(７１９巻） 

 

 （４）パソコンを使った点字入力をさらに推進し、点訳の効率化を図って、利用者に

対して点字情報の速やかな提供を行った。 

 （５）幅広い範囲から調査し、全国の視覚障害者情報提供施設との重複製作を回避す

るよう努めた。  

（６）館報「長良川だより」（点字版４３２部・墨字版２５２部・メール版７０通）

を毎月継続発行し、利用者及び関係機関へのきめ細かい情報提供に努めた。「長

良川だより」には、生活情報センターからのお知らせ、点字・録音新着図書案

内、「サピエ」に新しく登録された主な資料の紹介などを掲載した。 

 （７）日本書籍出版協会発行の「これから出る本」から抜粋（毎月約８０タイトル分）

し、点字版を継続発行し、希望者２６名に配布した。これによって、墨字図書

情報を提供するとともに、利用者の希望図書を把握して自館製作の点訳原本を

決定した。 

 （８）点字交流誌「心」を年４回発行して希望者１６８名に配布し、利用者間の意見・

情報交換の場を提供した。 

 

３．録音図書の製作と貸し出し 

 （１）録音図書の最新の出版情報及び「サピエ」に登録される録音図書情報を常に把

握し、利用者の要望に速やかに応えた。 

（２）岐阜県図書館との相互協力によってリーディングサービス事業を行った。利用
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者の希望に応じて、県図書館が購入した新刊書を借り受けるほか、新たに原本

を購入し、音訳ボランティアの協力によって録音図書として製作して、希望者

に提供した。 

（３）音訳ボランティアの協力によって利用者の希望に応じた自館製作図書の増加に

努めた。製作に当たって図書を読者に速やかに提供できるよう、音訳→校正→

判定→訂正→編集→プリント→装備の一連の作業すべてにボランティアの協

力を得て、それぞれの作業のスピード化を図った。なお、製作した録音図書は

「サピエ」に登録して全国の共有財産とした。また、国立国会図書館総合目録

にも登録され、全国の点字図書館・公共図書館等との相互貸借を行って図書館

サービスの充実に努めた。 

  相互貸借の状況は次のとおり。                                         

 他館製作図書借受数 自館製作図書貸出数 

 テープ図書 ８８６タイトル(５，７０８巻） ２３３タイトル（ １，２２２巻） 

DAISY図書 ５，８６４タイトル（５，９０８巻） ９８６タイトル（   ９８６巻） 

 

（４）視覚障害者用デジタル録音図書の製作に取り組み、ＤＡＩＳＹ９８タイトル、

テキストデイジー３３タイトルのＤＡＩＳＹ図書を製作した。また、テキスト

デイジー・マルチメディアデイジー編集講座を開催して、編集スタッフの増強

に努めたほか、ＤＡＩＳＹ学習会（月１回）を開催してデジタル録音図書製作

の知識・技術の向上を図った。 

（５）館報「長良川だより」（ＤＡＩＳＹ版 １０６部・テープ版 ４３部）で、「新

着録音図書」を毎月紹介し、利用者及び関係機関へのきめ細かい情報提供を行

った。尚、内容については点字版・墨字版とほぼ同様である。 

（６）日本書籍出版協会発行の「これから出る本」から抜粋（毎月約８０タイトル分）

し、墨字図書の近刊情報（ＤＡＩＳＹ版 １０部・テープ版 ４部）を提供した。

これによって、墨字図書情報を提供するとともに、利用者の希望図書を把握し

て自館製作の音訳原本を決定した。 

（７）月刊録音雑誌サウンドパーク「心」を毎月製作して、ＤＡＩＳＹ版１８２名、

テープ版（C-90 １巻）１８９名の希望者（施設を含む）に貸し出した。 

（８）「声の婦人公論」を毎月２回製作して、ＤＡＩＳＹ版１１４名、テープ版 

（C-90 ２巻）９３名の希望者（施設を含む）へ貸し出した。また、「サピエ図

書館」にもアップし、ダウンロード数３，１６８回、実人数１，８１８名の利

用があった。その他に、利用者の求めに応じて、日本点字図書館・日本盲人会

連合・神奈川県ライトセンター等が製作するＤＡＩＳＹ・テープ雑誌をプリン
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トして貸し出した。 

（９）前年度に引き続いて地域情報を提供するための録音雑誌「生活情報誌 月刊ぷ

らざ」を毎月製作して、ＤＡＩＳＹ版４５名、テープ版（C-90 １巻）２３名

の希望者に貸し出した。 

（10）前年度に引き続いて月刊誌「ＪＡＦＭＡＴＥ」を毎月製作して、ＤＡＩＳＹ版

６７名の希望者に貸し出した。 

(11) 利用者の希望に応じて、延べ６件（１２時間）の対面音訳サービスを行った。 

 

４．拡大写本製作 

通常学級に在籍する弱視児童・生徒に対して、教育委員会からの依頼を受けて

２教科１０分冊の拡大教科書の製作をした。 

 

５．触図の製作 

     点訳図書原本にある様々な図・表等の作成に全面的に取り組んだ。 

 

６．ボランティアの養成 

 （１）岐阜県の委託による点訳講習会（岐阜教室）及び音訳講習会（岐阜教室・池田

教室）を２０１６年６月から２０１７年３月までの間に、それぞれ２９回にわ

たって開催し、点訳４名、音訳１３名、合計１７名の修了者を得ることができ

た。またデジタル録音図書製作体制を強化するため、音訳ボランティア等を対

象にテキストデイジー・マルチメディアデイジー製作講習会（製作コース１０

名修了、編集コース１２名修了）、シネマ・デイジー製作講座（２１名修了）

を開催した。 

 （２）点訳・音訳ボランティアの資質の向上を図るため、前年度講習会修了者を対象

として「点訳勉強会」（岐阜瑞穂の１教室）及び「音訳勉強会」（岐阜・多治

見の２教室）をそれぞれ月１回開催してアフターケアに努めるとともに、毎月

定期的に「点訳の集い」（岐阜・大垣・可児の３教室）、｢点訳学習会｣(岐阜・

多治見の２教室)及び「音訳学習会」（岐阜・可児の２教室）を開催して、点訳・

音訳技術の向上に努めた。 

 （３）点訳図書製作に関わる職員とボランティアで構成する「点訳図書製作プロジェ

クト」を毎月１回開催して、図書製作に関わる知識・技術を修得し、資質の向

上に努めた。 

 

７．「サピエ」事業への参加 

    パソコンで製作した点字データ・音声データの登録を行うなど、視覚障害者情報

ネットワークシステムとして機能している全視情協の「サピエ図書館」の事業に積
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極的に参加し、利用者サービスの向上を図った。 

 

８．委託製作、その他 

 （１）岐阜県広報紙「岐阜県からのおしらせ」点字版（月刊・２６ページ・３１４部）

及び岐阜市広報紙「広報ぎふ」点字版（月２回・３２ページ・１０７部）の製

作・配布を委託事業として行った。なお、中途視覚障害者をはじめ高齢によっ

て点字の触読が困難になった読者には、Ｌサイズ点字版「岐阜県からのおしら

せ」(４０部）・「広報ぎふ」(１７部）を作製し配布した。 

 （２）岐阜県広報紙「岐阜県からのおしらせ」の音声版（月刊・ＤＡＩＳＹ版３８部・

テープ版C-46・１巻１５７部）及び岐阜市広報紙の音声版「あいメール」（月

２回・ＤＡＩＳＹ版９部・テープ版C-60・１巻３７部）の製作・配布を委託事

業として行った。 

 （３）岐阜県の委託により「視覚障害者福祉の手引」点字版（１４０ページ・３５５

部）及び音声版（ＤＡＩＳＹ版４２部・テープ版C-90・２巻・１４９部）の製

作を行った。 

 （４）岐阜県身体障害者福祉協会会報「希望」（年3回）、その他小冊子、視覚障害

者団体の会議資料、及び会員向け通知文などの点字版製作をそれぞれの依頼に

よって行った。また岐阜県、及び各市町村選挙管理委員会の依頼による各種選

挙の「候補者名簿」点字版の製作、点字の名刺の製作に協力した。 

 

９．関係機関・団体との連携 

 （１）全国視覚障害者情報提供施設協会及び社会福祉法人日本盲人社会福祉施設協議

会の１施設として各種事業に参加した。そのほか、全視情協、日盲社協・情報

サービス部会の各種プロジェクト委員会に協力した。 

 （２）中部ブロック点字図書館連絡協議会加盟の各点字図書館相互の連携を密にし、

事業の効果を上げるために積極的に協力した。 

 （３）日本図書館協会に引き続き加盟し、図書館界の情報収集に努めたほか、岐阜県

図書館協会に引き続き加盟し、県内の図書館との連携を図った。 

 （４）岐阜県図書館の音訳講座・研修会のほか、要請に基づいて各地域でのボランテ

ィア講座に講師を派遣した。 

 （５）隔月に名古屋盲人情報文化センター等を会場に開催する「東海点字研究会」に

参加するとともに、その運営に積極的に協力した。 

（６）盲学校、岐阜うかいネット（岐阜ロービジョンケアネット）、ＪＲＰＳ等と情

報交換を行い連携を図った。 

 （７）岐阜市主催のオンリーワンわたしたちの芸術祭で、司会を務めた。 

 



 10

Ⅱ 生活支援部門  

 

１．生活相談 

    中途視覚障害者をはじめ、視覚障害者からのさまざまな相談に応じ、関係機関と

連携を図りながらその解決に取り組んだ。 

 

２．「かがり火」の実施 

    独身視覚障害等男女の出会いの場の提供として、１年半ぶりの開催となった。で

きるかぎり多くの人と懇談ができるよう、レクリエーション的なことは除き、研修

や懇談に時間を費やし、交流を深めた二日間となった。 

・日時 ２０１７年３月１８日（土）１２時３０分～ １９日（日）１４時１０分 

・会場 生活情報センター・グランヴェール岐山 

・参加人数 男性２６名、女性１８名 

 

３．施設機能強化事業の実施 

   施設機能強化事業として岐阜市の補助により、火災・地震等の災害時に備え、視

覚障害者の避難準備や移動を支援するネットワークづくりの構築と、視覚障害者の

防災教育及び災害発生時の安全かつ迅速な避難誘導体制を充実させた。また施設の

総合的な防災対策の充実化を図るため、避難講習会・避難訓練を実施した。 

(１)講習会・避難訓練：地域住民等への防災支援協力体制の整備及び講習会として

１０月８日(土）に「第１０回防災運動会」を開催した（参加者１６０余名）。 

(２)防災教育・避難訓練：職員等の防災教育、訓練の実施及び避難具の整備をした。 

 (３)「親子点字教室」と「１日点字教室」の実施： 夏休みに点字・視覚障害者・盲

導犬について関心を持つあるいは研究テーマに取り上げている小学生とその親

を対象に「親子点字教室」を、中高生を対象に「１日点字教室」をそれぞれ行っ

た。 

・親子点字教室 

日時：８月２日(火)１３時～１６時 

参加人数 ８組１９名 

・１日点字教室 

日時：８月２日（火）１０時～１６時 

参加人数：１名 
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４．ワークショップ＆タッチショップ 

 (１)3B 体操：運動不足になりがちな視覚障害者にとって、3B体操は年齢性別に関係

なく誰にでも無理なく、心身ともに健康な日常生活を送れるよう、気軽に楽し

める有益な体操である。月に１ないしは２回教室を開き、視覚障害者の健康増

進を図ることができた。 

     実施回数   ２０回（延べ人数約１４７名） 

 (２)社交ダンス：一般の社交ダンス教室には視覚障害者は入りづらい、しかしダン

スを通して交流を深めたい、日ごろの運動不足を解消したい等の目的で、生活

情報センター等を会場に社交ダンス教室を実施した。 

     実施回数   ４１回（延べ人数約７４名）  

 (３)太極拳：一般の教室では型や一連の動作の流れを教えてもらいづらいとの多く

の声が寄せられ、視覚障害者に理解のある講師を招いて教室を開講した。 

     実施回数   １３回（延べ人数約６９名） 

 (４)２０１６さよなら餅つき会：２０１６年度はセンター交流会と同日開催した。

御輿連「驀（まっしぐら）」の協力のほか、ジュニアリーダーの協力、また利

用者、地域住民も多数参加した。 

・日時 １２月２３日（祝金）１０時～１２時 

・参加人数 約１５０名(利用者、地域住民、関係者含む) 

 

５．センター交流会の実施                     

     利用者とボランティア・職員との交流を目的に「センター交流会」を実施した。

なお、午前に２０１６さよなら餅つき会、午後からの懇談会の参加を促した。 

・日時 ２０１６年１２月２３日（祝金）１０時～１５時 

・参加人数 利用者６６名（内付添４名・ガイドヘルパー２２名） 

職員・ボランティア２８名 

 

６．「視覚障害者外出サポート事業」の実施 

     視覚障害者の外出サポートを引き続き実施し、視覚障害者の外出を直接支援し

たほか、インターネットを利用した外出サポートの全国ネットワークである「全

国視覚障害者外出支援連絡会」（ＪＢＯＳ）に引き続き加入して、他県の外出サポ

ート事業実施団体との連携を図った。 

    事業の実施状況は次のとおり。 

    実施件数 ２４件（延べ ５４名） 

   （このほか、生活情報センター近くのバス停、スーパーマーケットへの往復など

にも多数のサポートを行った。） 

 

 

７．日常生活用具の収集・展示 

    視覚障害者が日常生活を営む上で便利な用具類を引き続き収集・展示して視覚障
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害者が気軽に試用できるよう配慮した。また視覚障害者の希望に応じて購入斡旋を

行った。 

 

８．各種クラブ活動の推進 

    当センターを拠点として、視覚障害者と晴眼者が共通の趣味や目的で集まるクラ

ブ活動を推進し、両者の交流を促進した。センターとしては、担当者を配置した上

で、①広報（視覚障害者・晴眼者双方に対して）、②会場・機材の提供、③資料（点

字・墨字）の製作の３点について支援を行った。 

    今年度の状況は次のとおり（編みものクラブ、卓球クラブは月２回、その他はい

ずれも月１回）。 

   お茶クラブ   ：1997年９月発足、６名（視覚障害者  ４名、晴眼者 ２名） 

                                １０月で廃部 

   料理クラブ   ：1997年12月発足、13名（視覚障害者  ８名、晴眼者 ５名） 

   卓球クラブ   ：1999年２月発足、15名（視覚障害者 １１名、晴眼者 ４名） 

   編みものクラブ ：2006年４月発足、15名（視覚障害者  ９名、晴眼者 ６名） 

   コーラスクラブ ：2007年４月発足、13名（視覚障害者 １０名、晴眼者 ３名） 

 

  ９． 視覚障害者福祉協会等の行事や活動への協力 

 （１）県視覚障害者福祉協会が岐阜県の委託を受けて実施する視覚障害女性家庭生活

訓練事業（５月～１２月）に対し、「岐阜はもんの会」とともに全面的に協力

した。 

 （２）岐阜県視覚障害者福祉協会との共催で、「点字フォーラム2016」を行った。今

年度も昨年に引き続き対象を東海地区に広げて実施した。また、競技のほか、

午後のディスカッションでは選挙の投票以外でも自筆で書かれた点字が行政機

関を中心に読まれるよう点字の言語化を呼び掛けていくことを確認した。 

・日時 １１月２７日（日）１０時３０分～１５時 

・会場 生活情報センター 

・内容 午前…早読み、記憶書き、聞き書き、写し書き等 

       午後…みんなでディスカッション「点字表記あれこれ」 

・参加人数 ２０名 

 

１０．音声解説付き映画の普及 

    毎月アソシアシネラマボイス（音声解説付き映画上映会）を実施し、音声解説付

き映画の普及に努めた。      ・参加人数 １８３名 
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  Ⅲ 日常生活技術指導部門  

 

１．歩行指導の実施 

   歩行指導員により個別に歩行指導を行ったほか、必要に応じて歩行指導以外の生

活技術指導を行った。また県内各地の社会福祉協議会等からの要請により、地域の

ガイドヘルパー及び一般市民に対する誘導法の普及に協力し、視覚障害者が安全か

つ容易に外出できる環境作りに努めた。 

  歩行指導の実施状況は次のとおり。 

  実施人数   ３１人（延べ１２５回）ほかにガイド講習会等への協力多数 

 

２．パソコン指導の実施 

   視覚障害者がパソコンを介して情報収集を図り、また情報伝達を円滑に行うため

に、個々のニーズに応じて個別のパソコン、タブレット等の指導を引き続き実施し

た。 

   実施人数   ２０人（延べ９９回） 

   タブレット講習の実施状況は次のとおり。 

   実施人数   １３人（岐阜市７名、市外６名）延べ１０１回 

３．中途視覚障害者に対する点字学習指導 

    点字学習を希望する中途視覚障害者に対して、ボランティアの協力を得て個別に

学習指導を行った。 

  点字学習指導の実施状況は次のとおり。 

   実施人数    ７人（延べ９１回）   修了人数    ４人 

 

４．相談                       

   生活相談全般にわたっての相談を受け、適切な処理を行った。 

   生活相談人数      ６２人（延べ７２件） 

   日常生活相談(用具）   ６４人（延べ７６件） 

 

５．防災講習 

   防災運動会をはじめ、依頼を受けて防災講習を行った。 

    １回 （延べ１６０名） 
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2016 年度「障害者総合支援法」による同行援護・移動支援事業報告書 
 

社会福祉法人 岐阜アソシア 

 

 「障害者総合支援法」の同行援護・移動支援事業を行い、視覚障害者・児の社会参

加を促進した。 

 （１）同行援護従業者の研修を実施し、初任者等の養成を行った。 

 （２）スキルアップ研修に参加し、資質の向上を図った。 

 （３）職員と共に事務を簡素化し、事業の充実を図った。 

 （３）ボランティアの協力によって行う「外出サポート事業」とのすみ分けを明確

にした。 

  ア. 同行援護・移動支援の利用を優先し、制度が利用できない場合に「外出サポ

ート」で対応した。 

  イ. 同行援護・移動支援利用のコーディネートは、職員が行った。 

   

  契約市町村数   ３４ 市町村 

  利用契約者数  １６８ 人   

   利用延べ回数 ６９４３ 回（延べ時間 ２９５１３．５時間） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


